
＜推進目標５＞

地域コミュニティの核として被災地の学校を再生し、震災復興の推進力となるよう、総合的な支

 援を実施
◆教職員加配や運営経費の措置等あらゆる支援を講じ、被災地において「地域コミュニティの核」となる学校を創出する。

＜推進のポイント＞
●「地域とともにある学校（仮）づくり」は、地域の人々が主体となった地域づくりの核となり、地域コミュニティの絆を深めて

 
いく効果が期待される。

●「地域とともにある学校（仮）づくり」のための総合的な支援を行い、学びを媒体として地域住民が集い、交流し、地域づく

 
りなどの諸活動を行うとともに、災害時にも力を発揮するネットワークの構築を支援。

●こうした学校の姿を日本全国の教育改革につなげていく。

＜具体的推進方策＞
地域との連携を強化し、地域の人々と一体となった取組の中核を担う人材の配置に係る支援
学校支援スタッフの配置や地域との協働活動の推進に係る支援
学校と社会教育施設や福祉施設等の複合施設化を含めた一層の連携強化
防災機能の強化やＩＣＴ基盤の構築など、安全安心な施設・設備の整備多様な研修機会の充実

【関係者の例】

 
地域住民、ＮＰＯ、学生、大学、社会教育施設、商店会、
企業、町会、民生委員、文化施設、スポーツ施設、
まちづくり関係部局

 

等

通学、地域活動、避難

 
に適正な立地・距離

地域コミュニティーの中心的存在

学校・公民館等

様々な施設

各種施設機能の集約化
ＩＣＴも活用したネットワーク化


